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 なぜ選挙が大事なのかというと、それは政治によって私たちの生活が大きく

変わるからです。 

 日本は議会制民主主義という「国民の代表者たる国会議員が国会におい

て政治に参画し、民主主義を実現する制度（間接民主制）」という制度を採っ

ています。この他、国民投票については私たち国民が選挙を通じて直接政治

に関するため直接民主制も採っています。国民投票法については、改正案が

可決・成立され、広告規制に焦点が当たっているが、最低

投票率の問題も大事である。これは、投票率が少なくても

賛成が過半数を超えていれば採用されるという少数の国

民のみで改憲が実現できるシステムだ。こういったことも含

めて直接民主制だろうと間接民主制だろうと、私たち自身

で政治の未来を選択しなければなりません。 

 
 全国ネットワークの維持について、これまでも政策フォーラムや国会議員要

請にて国政へ訴えてきています。現在、ＪＲ旅客からアボイダブルコストルール

の見直しの声がありますが、これは国鉄改革のスキームで貨物会社が赤字を

脆弱な経営体質であることから救済措置としてできたスキームであり、黒字

になったからということで見直すというのは時期尚早でありお門違いである。 

 職場と仕事と生活を守るためにも、そういった政治でしか解決できない問

題を解決するために国政へ貨物労組と政策協定を結んだ人を送り出さなくて

はいけない！ 

 

 


